
教育ボランティア通信（№11） 

 

 平成 24年 12月 5日に教育ボランティアの報告会がありました！！ 

今回はその活発な話し合いの様子と、その中で出た意見の一部を皆さんにお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

＜グループディスカッションで出た意見＞ 

・出来ない子をサポートすることは大切だか、手を出しすぎるとその子の甘えに繋がると思った。 

・ボランティアという立場でどこまで子どもを叱ってよいのか、又どこまで接するべきか難しかった。 

・学年はもちろん、クラスによっても雰囲気が違うため、どう接し方を変えるべきか迷った。 

難しかった。 

・教育ボランティアのアドバイザー的な存在が欲しい。 

ボランティアをしてくださった 2 名の方の

取り組みの発表です。 

お二方とも貴重な体験談や、その中で学ん

だ事などとても内容の濃い発表をしてくだ

さいました。これからある話し合いへの良

い刺激になったと思います。 

左の写真は、グループに分かれてからのデ

ィスカッションの様子です。議題は「教育

ボランティアで学んだこと」。 

活発な話し合いが出来ていることがわか

りますね。 

この後は、各グループで出た意見を発表し

てもらいました。以下にはその中で出た一

部の意見を載せます。 

 

発行：教育ボランティア学生運営委員会 


